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１ 問題提起
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ある⾃治体職員からの相談
1 問題提起

⾃治体の介護担当者から、

「ケアプラン作成のワークショップを開催した。 ワークショップの評価は⾼かったが、『実業務への適⽤はむずかしい』とい
う反応が返ってきた・・・さて、ここからどうしたらよいものか。」

という相談を受け、⼀緒にロジックモデルを書いてみた。

〇〇⼿法によるケアプラン作成の
ワークショップ

実践はできないという
嘆き

アクティビティ 初期アウトカム①

内容（⼿法）に対する
好反応

初期アウトカム②

ワークショップの内容には⼯夫を凝らし準備していたが、それ以外のことには意識が向いていなかった。
ロジックモデルとして書き起こすことで、変⾰に必要な諸要素の⽋落が意識された。
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ある⾃治体職員からの相談
1 問題提起

前述の状況を受け、次の点を問いかけながら、何が⽋けていたかを⼀緒に考えた。

• 受講者は、ケアプラン作成の⼿法を変える必要性があると考えているのか
• ワークショップの結果、具体的に何がどう変わったらよいと考えているのか
• ⼿法変更の障壁は技術的問題以外にもあるのではないか。 例えば、上司や同僚の理解や協⼒はあるのか
• ⼿法を学び、すぐに安定的に実践できるほど簡単なことなのか など

現在のやり⽅の下で起きている
問題を共有する

（⼯夫︓同じ現状を⼀緒に⾒てもらい
感想を共有する）

アクティビティ 初期アウトカム

このままでは“まずい”
という危機感を抱く

新しい⼿法への切替えに際し、
⼀定期間伴⾛する

（⼯夫︓やって⾒せる→横に⽴って⾒守る→や
れたことを承認するというような丁寧な⽀援）

新しい⼿法の理解
（⼯夫︓現⼿法と断絶感を抱かせずに、新⼿

法の利点を理解してもらう）

新⼿法への前向きな
反応が得られる

この⼿法でやれるという
⾃信が芽⽣える

●
●

期待する初期アウトカ
ムを書き出した上で、
それを実現するのに
必要なアクティビティを

導出

変⾰に向けアクティビティにどのような⼯夫が必要か、具体的にイメージできるようになった
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この勉強会を通じ考えたいこと
1 問題提起

 政策を取り巻く環境は複雑であり、“うまくやる”には様々な⼯夫が求められる

 しかし、⼀般的に政策の説明は単純化されてしまい、その結果、政策の有効性を⾼めるための
⼯夫のポイントが⾒落とされているのではないか

 また、担当者の “思い”や“気づき”があっても、それを適切に⾔語化できないために、⼯夫や改
善の⼿がかりを逸しているのではないか

 政策の有効性を⾼めるためには、ロジックモデルに描き出す諸要素（アクティビティ、アウトプット、
アウトカム）を解像度⾼く捉え、アクティビティの効果発現の状況を感度⾼く捉えることが必要
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２ 名護市におけるBPR（業務プロセスの再設計）
の事例
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名護市における取組の背景
名護市におけるBPR推進事例

 紹介する事例は、沖縄県名護市（⼈⼝6.5万⼈、職員600⼈弱）における全庁的なBPR
（業務プロセスの再設計）の取組

 同市は、事業者の⽀援を受けながら業務の棚卸や業務分析を進めようとしたが、なかなか軌道
に乗らず成果を創出できずにいた（業務量の調査を実施したものの、その後、業務の再設計及
び改善には進まず）

 当初、業務プロセス分析のツールや⼿法の導⼊を中⼼に進めたが、全庁的な機運醸成にはつな
がらず、各部署の⾃主的な取組はほとんどない状態

 また、BPRの進捗を改善した業務数で捉えようとしたため、初期のアウトカム（変化）を捉えるこ
とができず、BPRの推進担当者は当該事業の⼿ごたえを得ることができずにいた

 そこで、⼀連の取組を⽴て直すために、ロジックモデルの作成を通じ、この先どのようなアクティビティ
を⾏い、どのような変化を起こすか構想を練ることにした
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名護市が当初掲げていたBPRのアクションプラン①
名護市におけるBPR推進事例

他の多くの⾃治体と同様に、同市は、具体的なアクティビティを⽋いた解像度の低い計画を掲げていた。
（これ以外に詳細な事業の設計はない）

出典︓名護市⾃治体DX推進計画
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名護市におけるBPR推進事例

名護市が掲げていたBPRのアクションプラン②

出典︓名護市⾃治体DX推進計画
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名護市におけるBPR推進事例

担当職員と共に作り直したロジックモデルベースのアクションプラン
担当職員と対話を重ねながら、ロジックモデルを作成した

 “がんばった⼈を褒める” ・・・⾔
葉に出せなかった思いを組織
的課題として明⽰

関係者ごとに働きかけ⽅を具
体化。検討の過程で、各関係
者が抱える事情を想像

関係者の関⼼や意欲の変化
の過程を期待するアウトカムと
して想定

初期アウトカムに変化を検知す
るための視点を設定

 ロジックモデルは、思いついた部
分から書き起こす（「何を最初
に思いついたか」というメタ視点
での分析が⾔語化できない問
題意識を理解するのに有益
だった）

ロジックモデル ロジックモデルのポイント
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名護市におけるBPR推進事例

担当職員と共に作り直したロジックモデルベースのアクションプラン
ロジックモデル作成後、初期アウトカムに注⽬しながら各アクションに求められる⼯夫点を検討

アウトプット指標に⼯夫
点を反映するべきだった
と反省（やったかどうか
だけでなく、“どのように”

やったかを⾒る
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名護市におけるBPR推進事例

担当職員と共に作り直したロジックモデルベースのアクションプラン
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ロジックモデル作成過程での対話
名護市におけるBPR推進事例

ロジックモデルの作成過程では、アクティビティとアウトカムへの想像⼒を豊かにするため、以下のような問
いかけに答えてもらいながら対話を進めた。

• そもそも、なぜBPRに取り組もうと思ったのか。現状のままでダメな理由は何か
• この組織がどうなったらよいと考えているか
• これまでの取組がうまくいかなかった理由をどうとらえているか
• これまでの取組の中で、うまくいったと感じたエピソードはあるか
• 組織の中でBPRに意欲を⽰している⼈はいるのか。その⼈にはどのような特徴があるのか
• 組織の中でBPRの推進を阻害する要因は何だと捉えているのか
• 抵抗を⽰す⼈はどのような思いを抱えているのだろうか
• 推進役を期待される管理職も、安⼼して旗振りするための⽀援を求めているのではないか
• 職員全員が意欲を持つというのは過⼤な期待。何割の⼈が取組んだら、変化が⾒て取れるようにな
るだろうか

• 想定するアクティビティについて、うまくいく気がしないのはなぜだろうか。何に不安を感じるのか
• アウトカムXXの前に、もう少し早い段階で感知できる変化があるのではないか

など
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アクティビティの⼯夫とどのように効果を把握したか
名護市におけるBPR推進事例

 組織幹部に取組趣旨の説明と、職員を褒めることをお願い
 早々に組織幹部に対する「BPRの必要性及び推進⽅針
の説明」を焼き直し、チャレンジする職員への賞賛をお願い

（「説明」だけでは不⼗分と思料）

 表彰イベントの開催
 トロフィーや賞状にこだわりながら表彰式を企画・開催
（受賞者の反応や、賞状等が職場の中で果たすプレゼン
テーションの効果を想像）

 担当職員に加え、その上⻑も褒める対象に
 表彰時の挨拶やスピーチを⽂字起こしし、全庁展開

 BPRの伴⾛⽀援
 ３件の好事例開発
 効率化だけでなく、業務の安定性や確実性などの観点も
成果として意識

• 市⻑等の組織の関部が表彰イベントで取組みをおこなっ
た職員を褒め、組織を挙げて⽀えることを表明

• 幹部職員の関⼼が⾼まった（会話の量、反応、発⾔な
どを基に判断）

• 受賞者やその上⻑から、更なる取組が宣⾔された
• これまであまり関⼼を⽰してこなかった職員がイベントに参
加したり、BPR所管部署に相談したりするようになった

※ 遠巻きに眺めているような職員もいるが、それも想定の
うち。（成果を急がないよう助⾔している）

※ ⼀般職員の認知度は今後確認予定

• 課⻑と若⼿が⼀緒に改善策を考えるケースが登場
• ２年⽬になり、⼤きな成果を⽣む取組がどのようなものか
の感触がつかめてきた

 効果の発現状況を確認
 ロジックモデル上で、どこまで効果が上がり始めたかを確認し、
次年度の取組を詳細にデザインする（予定）

※BPRを所管する職員との会話から、効果の浸透度を⽇常
的な活動の中で測っていることが分かる
「機運醸成」というあいまいなアウトカムが、組織内の具体的
なコミュニケーションの変化として感知できるようになってきた

アクティビティ 初期アウトカム

⼯夫を凝らしながらアクティビティを実⾏し、職員の⾏動や組織の空気感の変化を感じ取ることで、担当
職員が確かな⼿ごたえを感じられるようになった
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基礎的なEBPMにおいて実⾏性をあげるポイント
名護市におけるBPR推進事例

 政策の実⾏は総合芸術的な活動。政策を取巻く諸要素のすべてを⾔語化したりコントロールでき
るわけではないが、過度に単純化してしまうと効果創出に必要な重要な要素を⾒落としてしまう

 アカデミズムの成果を政策に取り込んだり、効果を統計的に評価することは重要な取組ではあるが、
その際にも政策（事業）全体を捉える視点を意識し続けることが重要（政策の現場は“インプッ
トAに対しアウトプットBが⽣じる“と整理できるほど単純ではなく、期待する効果を創出するために⼯
夫するべきポイントがあちこちにある）

 アクティビティやアウトカムの解像度をいかにして上げるかロジックモデルの質向上の鍵。 “状態”を的
確に捉える⼿触り感のある⾔葉が、関係者間での共通認識形成を後押しする。




